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I． はじめに 

本レポートは、環境省の「環境技術実証事業」の「自然地域トイレし尿処理技術分野」につい

て、平成２１年度に完了した実証試験の結果概要等をとりまとめたものです。 

 

■ 『環境技術実証事業』とは？ 

既に適用可能な段階にあり、有用と思われる先進的環境技術でも、環境保全効果等についての

客観的な評価が行われていないために、地方公共団体、企業、消費者等のエンドユーザーが安心

して使用することができず、普及が進んでいない場合があります。環境技術実証事業とは、この

ような普及が進んでいない先進的環境技術について、その環境保全効果等を第三者機関が客観的

に実証する事業です。本事業の実施により、ベンチャー企業等が開発した環境技術の普及が促

進され、環境保全と環境産業の発展による経済活性化が図られることが期待されます。 

平成２１年度は、以下の９分野を対象技術分野として事業を実施しました。 

（１）自然地域トイレし尿処理技術分野 

（２）小規模事業場向け有機性排水処理技術分野 

（３）湖沼等水質浄化技術分野 

（４）閉鎖性海域における水環境改善技術分野 

（５） ＶＯＣ排出抑制技術・脱臭技術分野（中小事業所向けＶＯＣ排出抑制技術・脱臭技術） 

（６）ＶＯＣ簡易測定技術分野 

（７）ヒートアイランド対策技術分野（建築物外皮による空調負荷低減等技術） 

（８）ヒートアイランド対策技術分野（オフィス、住宅等から発生する人工排熱低減技術） 

ＩＴ機器等グリーン化技術 

（９）ヒートアイランド対策技術分野（オフィス、住宅等から発生する人工排熱低減技術） 

地中熱・下水等を利用したヒートポンプ空調システム 
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■ 事業の仕組みは？ 

環境省が有識者の助言を得て選定する実証対象技術分野において、公募により選定された第三

者機関（「実証機関」）が、実証申請者（技術を有する開発者、販売者等）から実証対象技術を

募集し、その実証試験を実施します。実証試験を行った技術に対しては、その普及を促すため、

また環境省が行う本事業の実証済技術である証として、「環境技術実証事業ロゴマーク」（図1）

及び実証番号を交付しています。なお、本事業において「実証」とは、環境技術の環境保全効果、

副次的な環境影響等を、当該技術の開発者でも利用者でもない第三者機関が試験等に基づいて客

観的なデータとして示すことを言い、これは、一定の判断基準を設けてそれに対する適合性を判

定する「認証」や「認定」とは異なります。 

 

図１：環境技術実証事業ロゴマーク（共通ロゴマーク） 

（技術分野により、ロゴマークの仕様が異なります。） 
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（１）事業の実施体制（図2） 

各技術分野について、実証システムが確立するまでの間、原則として分野立ち上げ後最初の

2年間は、実証試験の実費を環境省が負担する「国負担体制」で実施し、その後は受益者負担

の考え方に基づき、実証試験の実費も含めて申請者に費用を負担いただく「手数料徴収体制」

で実施しています。 

各技術分野の事業のマネジメント（実証試験要領の作成、実証機関の選定等）については、 

「国負担体制」の場合は環境省が実施し、「手数料徴収体制」の場合は「実証運営機関」が手

数料項目の設定と実証申請者からの手数料徴収も含めて実施します。実証運営機関は、公募に

より、公平性や公正性確保の観点、さらに、体制、技術的能力等も勘案して選定しています。 

実証対象技術の募集・選定、実証試験の実施、実証試験結果報告書の作成等は「国負担体制」、

「手数料徴収体制」のどちらの体制においても、「実証機関」が行います。実証機関は、公募

により、試験の公平性や公正性確保の観点、さらに、体制、技術的能力等も勘案して選定して

います。 

 業務全体の運営にあたっては、有識者からなる環境技術実証事業検討会及びその下に設置さ

れた分野別ＷＧにて専門的見地から助言をいただいています。 

 

図２：『環境技術実証事業』の実施体制（平成21年度） 

(緑色の記載は、「手数料徴収体制」に適用) 
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（２）事業の流れ 

実証試験は、主に以下の各段階を経て実施されます。（図３） 

 

○実証対象技術分野の選定 

環境省が、環境技術実証事業検討会における議論を踏まえ、実証ニーズや、技術の普及促

進に対する技術実証の有効性、実証可能性等の観点に照らして、既存の他の制度で技術実証

が実施されていない分野から選定を行います。 

○実証運営機関（手数料徴収体制のみ）・実証試験要領の策定・実証機関の選定 

技術分野ごと、実証運営機関は1機関、実証機関は予算の範囲内で、分野別ＷＧで検討の

上、必要数選定します。また、実証試験を行う際の基本的考え方、試験条件・方法等を定め

た「実証試験要領」を策定します。 

○実証対象技術の募集・実証試験計画の策定 

実証機関が実証対象技術を募集し、有識者からなる技術実証委員会での検討を踏まえて対

象技術を選定します。その後実証機関は、実証申請者との協議を行いつつ、有識者からなる

技術実証委員会で検討した上で、実証試験計画を策定します。 

○実証試験の実施 

実証機関が、実証試験計画に基づき実際の実証試験を行います。 

○実証試験報告書の作成・承認 

実証機関において実証試験データの分析検証を行うとともに、実証試験結果報告書を作成

します。報告書は、分野別ＷＧにおける検討を踏まえ、環境省が承認します。承認された報

告書は、実証機関から実証申請者に報告されるとともに、一般に公開されます。 

 

図３：『環境技術実証事業』の流れ 

(「実証運営機関」の選定は、「手数料徴収体制」に適用) 
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■ 環境技術実証事業のホームページについて 

環境技術実証事業では、事業のデータベースとして環境技術実証事業ホームページ

（http://www.env.go.jp/policy/etv/）を設け、以下の情報を提供していますので、詳細につい

てはこちらをご覧ください。 

 

[1] 実証技術一覧 

本事業で実証が行われた技術及びその環境保全効果等の実証結果（「実証試験結果報告書」

等）を掲載しています。 

[2] 実証試験要領／実証試験計画 

技術分野ごとに、実証試験を行う際の基本的考え方、試験条件・方法等を定めた「実証試験

要領」、及び実証試験要領に基づき対象技術ごとの詳細な試験条件等を定めた「実証試験計画」

を掲載しています。 

[3] 実証運営機関・実証機関／実証対象技術の公募情報 

技術分野ごとに、実証運営機関・実証機関あるいは実証対象技術を公募する際、公募の方法

等に関する情報を掲載しています。 

[4] 検討会情報 

本事業の実施方策を検討する検討会、各ＷＧについて、配付資料、議事概要を公開しています。 
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II．自然地域トイレし尿処理技術分野について 

■ 自然地域トイレし尿処理技術とは？ 

本事業が対象としている自然地域トイレし尿処理技術とは、山岳地などの自然地域で上下水道、

電気（商用電源）、道路等のインフラの整備が不十分な地域、または自然環境の保全に配慮しな

ければならない地域において、し尿を適切に処理するための技術を指します。 

一般的にし尿処理技術には、生物処理、化学処理、物理処理、およびそれらの併用処理があり

ます。そのなかで自然地域トイレし尿処理用のし尿処理技術を分類したものを表1 に示します。

ここで取り上げる自然地域トイレし尿処理技術が一般的なし尿処理方式などと異なる点は、洗浄

水やし尿処理水を原則として公共用水域などに放流・排水しないことです。この処理技術は、非

放流であることから浄化槽に該当せず、建築基準法第３１条、施行令第２９条に規定されている

“くみ取便所”としての扱いになります。 

 

表１：自然地域トイレし尿処理技術分野に用いられるし尿処理技術の分類と解説 

大分類 

（水の有無） 

小分類 

（処理方式） 
特色 

前処理の

有無 
技術説明 

水使用 

（水洗） 

生物処理 

土壌 有 

土壌粒子による吸着・ろ過や土壌微生物

を利用して処理する。（簡易水洗） 

生物膜および土壌微生物を利用して処理

する（簡易水洗） 

薬剤添加 有 

生物処理の補助剤として薬剤を添加す

る。 

生物処理の補助剤として酵素剤を添加す

る。 

カキガラ 有 
接触剤としてカキガラを使用し、生物膜

により処理する。 

膜 有 
活性汚泥によって処理した後、膜で固液

分解する。 

木質 有 
接触剤である木質チップに汚水を散水

し、生物膜で処理する。 

プラスチ

ック 
有 

接触剤としてプラスチックを使用し、生

物膜により処理する。（参考事例として

掲載） 

オゾン 有 
接触ばっ気で処理した後、オゾンで処理

する。 

－ － － 

化学処理 － － － 

物理処理 

乾燥・焼

却 
無 

乾燥・焼却して、粉末化する。（参考事

例として掲載） 

－ － － 

水不要 生物処理 木質 無 
木質系接触剤の中に投入し、撹拌・送気

を行い処理する。 
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－ － － 

化学処理 － － － 

物理処理 

乾燥・焼

却 
無 

乾燥・焼却して、粉末化する。（参考事

例として掲載） 

－ － － 

※「－」は、今後実証対象技術となった場合に追加します。 

※本技術分類表は、環境技術実証事業における技術の特色からの分類であり、学問的見地からの分類   

ではありません。 

※前処理とは、あらかじめ固形物を分離したり、微生物が分解しやすくするため液状化するなど、次の処

理を行いやすくするための行程を指します。 

 

 

 

●建築基準法 第３１条 

（便所） 

下水道法（昭和33 年法律第79 号） 第２条第８号に規定する処理区域内においては、便所は、水洗便所（汚

水管が下水道法第２条第３号に規定する公共下水道に連結されたものに限る。）以外の便所としてはならない。 

便所から排出する汚物を下水道法第２条第６号に規定する終末処理場を有する公共下水道以外に放流しようと

する場合においては、屎尿浄化槽（その構造が汚物処理性能（当該汚物を衛生上支障がないように処理するため

に屎尿浄化槽に必要とされる性能をいう。）に関して政令で定める技術的基準に適合するもので、国土交通大臣

が定めた構造方法を用いるもの又は国土交通大臣の認定を受けたものに限る。）を設けなければならない。 

 

 

●建築基準法施行令 第２９条 

（くみ取便所の構造） 

くみ取便所の構造は、次に掲げる基準に適合するものとして、国土交通大臣が定めた構造方法を用いるもの又は

国土交通大臣の認定を受けたものとしなければならない。 

１ 屎尿に接する部分から漏水しないものであること。 

２ 屎尿の臭気（便器その他構造上やむを得ないものから漏れるものを除く。）が、建築物の他の部分（便所の

床下を除く。）又は屋外に漏れないものであること。 

３ 便槽に、雨水、土砂等が流入しないものであること。 

  

 - 7 -



 

■なぜ自然地域トイレし尿処理技術を実証対象分野としたのか？ 

山岳地など自然地域では、電力供給や給水事情が悪く、水温や気温など自然条件の制約も受け

るため、適切なし尿処理のためのトイレ設備の設置や維持管理が困難なケースが見受けられます。

また、近年の自然志向の高まりから山岳地など自然地域には多くの人が訪れており、そのし尿に

よる悪影響が自然地域周辺の公共用水域や植物等に及ぶことが懸念されています。 

 こうした背景を受け、近年では様々なメーカーから浄化槽の設置が困難な場所でも設置可能な

非放流型のし尿処理製品などが急速に開発、商品化され、自然地域における山小屋事業者等も、

これら製品の導入によるし尿処理改善に取り組んでいるところですが、山小屋事業者等のトイレ

設置者は、新技術のし尿処理製品を導入するに当たり、メーカーからの情報のみに頼らざるを得

ず、投資額と効果の点等に不安を持つ声も聞かれます。 

このため、国が自然地域トイレし尿処理技術の実証を行い、その環境保全効果等に関する客観的

な情報提供を行うことにより、山岳地域を含む自然地域の環境保全を図るとともに、山小屋事業

者等における適切なし尿処理装置の導入促進に寄与することを目的に、対象技術分野に選定しま

した。 
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III． 実証試験の方法について（平成２１年度） 

■ 実証試験の概要 

実証試験は、自然地域トイレし尿処理技術分野で共通に定められた「実証試験要領」に基づき

実施され、以下の各項目を実証しています。 

○ 稼働条件・状況 

○ 維持管理の内容 

○ トイレ室内の環境 

○ 周辺環境への影響 

○ し尿処理性能 

 

■ 実証対象技術について 

実証対象技術の審査は、実証対象技術を保有している企業等から申請された技術の内容に基づ

いて行われます。申請内容が記入された実証申請書を、以下の各観点に照らし、総合的に判断し

た上で実証機関が対象とする技術を審査し、実証運営機関の承認を得ることとなっています。 

ａ．形式的要件 

○ 申請技術が、対象技術分野に該当していること 

○ 申請内容に不備がないこと 

○ 商業化段階にある技術であること 

ｂ．実証可能性 

○ 予算、実施体制等の観点から実証が可能であること 

○ 実証試験計画が適切に策定可能であること 

○ 実証可能な実証試験地を具体的に提案できること 

○ 実証試験地への設置が困難でないこと 

○ 実証試験地の設置条件と技術の適正稼動条件範囲が類似していること 

○ 実証機関が実証試験地の所有者及び山小屋等の管理人等の同意が得られること 

○ 実証試験にかかる手数料を実証申請者が負担可能であること 

ｃ．環境保全効果等 

○ 技術の原理・仕組みが科学的に説明可能であること 

○ 副次的な環境問題等が生じないこと 

○ 高い環境保全効果が見込めること  
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■ 実証項目について 

自然地域トイレし尿処理技術での実証項目は、大きく①稼動条件・状況、②維持管理性能、③

室内環境、④周辺環境影響、⑤処理性能に分けられます。実証の視点ごとに対応する分類項目及

び実証項目を表２～７に示します。 

 

表２：実証の視点 

No 視点 内容 

① 稼動条件・状況 し尿処理装置を適切に稼動させるための必要前提条件を実証する

② 維持管理性能 し尿処理装置の維持管理性を実証する 

③ 室内環境 トイレブース内の快適性を実証する 

④ 周辺環境影響 し尿処理装置周辺への環境影響を実証する 

⑤ 処理性能 し尿処理装置の処理性能を実証する 

 

 

表３：①稼動条件・状況に関する主な実証項目 

No 分類項目 実証項目 測定方法 頻度 

1 処理能力 トイレ利用人数 カウンターを設置して定時に測定 毎日 

2 

水 

必要初期水量(t)※1 初期水投入段階に記録 始動時 

3 補充水量(t) ※1 補充時ごとに水量を記録 補充時 

4 電力 消費電力量（kWh/日）※1 電力計等を設置して測定 毎日 

5 燃料 
燃料の種類、消費量等 

（L・kg・Nm3/月）※1 
消費ごとに記録 適宜 

6 資材 
消費する資材の種類、費用、消費量

（L・kg・Nm3/月）※1 
消費ごとに記録 適宜 

7 気温 設置場所の気温 自動測定 毎日 

8 天候 設置場所の天候 天気を把握し記録 毎日 

※1：可能な範囲で経費に換算し、ランニングコストを算定する。
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表４：②維持管理に関する主な実証項目 

No 分類項目 実証項目 記録時期 頻度 

1 日常管理全般 

作業内容、所要人員、所

要時間、作業性等 

作業発生時 
取り扱い説明書と維

持管理要領書に従う
2 専門管理全般 作業発生時 

3 開山・閉山対応※1 開山時と閉山時 開山時・閉山時 

4 発生物の搬出及び処理・処分 発生物の搬出時 搬出時 

5 トラブル対応 トラブル発生時 発生時 

6 信頼性 
読みやすさ、理解しやす

さ、正確性等 
試験終了時 試験終了時 

※1：冬季閉鎖をする必要がある場合は、シーズンの実証装置立ち上げ時における稼動状況及び処理性能を確認する。ただし、

過去のデータをもとに越冬能力を判断できる場合には省略できることとする。 

 

表５：③室内環境に関する主な実証項目 

No 実証項目 方法 量 

1 温度 自動測定 毎日 

2 許容

範囲
※1 

快適性 
ヒアリング等により利用者の快適性に関する許容範囲を把握す

る（項目例：臭気、循環洗浄水等） 開山期間中に約

50 人以上 
3 操作性 

ヒアリング等により利用者の操作性に対する許容範囲を把握す

る（項目例：洗浄方法、操作ボタン等） 

※1：山岳環境にふさわしい室内環境条件としての許容範囲とする。 

 

表６：④周辺環境に関する主な実証項目 

No 分類項目 実証項目 

1 土地改変状況 設置面積、地形変更、伐採、土工量等 

2 周辺土壌 硝酸性窒素、塩化物イオン 
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実証の視点の中でも、処理性能は、実証対象となる装置のし尿処理能力を実証するために用い

るほか、運転の安定性を実証するためにも用いられます。実証機関は、開発者の意見、実証対象

装置の技術仕様、実証試験実施場所の稼動条件・状況を考慮し、実証対象技術の特性を適切に実

証できるように、処理性能に必要な実証項目を決定します。主要な実証項目は、表7 のとおりで

す。 

 

表７：⑤し尿処理方式ごとの処理性能を実証するための分類項目 

No. し尿処理方式 分類項目 

1 水使用－生物処理－各種 
単位装置の稼動状況、循環水、処理工程水、汚泥等 

（土壌については、周辺土壌の分析も実施する。） 

2 水使用／水不要－物理処理－乾燥・焼却 単位装置の稼動状況、焼却灰・炭化物、排ガス等 

3 水不要－生物処理－木質 単位装置の稼動状況、オガクズ・杉チップ※1、排ガス等 

4 その他 実証試験計画で検討 

※1：し尿処理後に残存するオガクズ・杉チップ等を指す。 

 

詳細な実証項目については、実証試験を行う際の基本的考え方、試験条件・方法等を定めた

「実証試験要領」及び実証試験要領に基づき詳細な試験条件等を定めた「実証試験計画」に明記

されています。これらは事業のホームページ（http://www.env.go.jp/policy/etv/）でご覧い

ただくことができます。 
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IV．平成２１年度実証試験結果について 

平成２１年度は、手数料徴収体制で実施しました。 

■ 実証運営機関 

○ 特定非営利活動法人 山のECHO 

■実証機関  

○ 財団法人 日本環境衛生センター 

■ 実証対象技術の概要 

（実証運営機関：特定非営利活動法人 山のECHO） 

実証機関 
実証申請者 

（技術開発者） 
処理方式（処理装置名） 実証期間 実証番号 ページ

財団法人日本環

境衛生センター 

（株）ティー・

エス・エス 

水不要―生物処理―土壌 

（TSS 汚水処理システム非水洗方式） 

平成 21 年 8 月 12 日

～平成22年2月9 日 

030-

0901 
14 

財団法人日本環

境衛生センター 

（株）ティー・

エス・エス 

水使用―生物処理―土壌 

（TSS 汚水処理システム簡易水洗方式）

平成 21 年 8 月 12 日

～平成22年2月9 日 

030-

0902 
20 

 
＜実証運営機関連絡先＞  

特定非営利活動法人  山のECHO 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-11-7 第２文成ビル３階 

TEL: 03-3580-7179   FAX 03-3580-7176   

URL :http://www.yama-echo.org/ 

 

＜実証機関連絡先＞  

財団法人 日本環境衛生センター東日本支局 環境工学部 環境施設課 

〒210-0828 神奈川県川崎市川崎区四谷上町11-15 

TEL 044-287-3251  FAX 044-287-3255
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V．これまでの実証技術一覧 

 

実証年度 
実証番

号   
実証機関 実証技術 申請者                         

平成 21 年度 

030-

0901 

(財)日本環境衛

生センター  
TSS 汚水処理システム非水洗方式 株式会社ティー・エス・エス 

030-

0902 

(財)日本環境衛

生センター 
TSS 汚水処理システム簡易水洗方式 株式会社ティー・エス・エス 

平成 20 年度 

030-

0801 

（財）日本環境整

備教育センター 

土壌・活性炭併用循環式汚水処理技術 「せせら

ぎ」エコ＋ 
株式会社オリエント・エコロジー 

030-

0802 

（財）日本環境整

備教育センター 

オゾン併用循環式汚水処理技術 「せせらぎ」オ

ゾン＋ 
株式会社オリエント・エコロジー 

平成 19 年度 

030-

0701 

（社）沖縄県環境

整備協会 

自然エネルギーを利用した自己処理型バイオトイ

レ（コンポスト処理方式） 
株式会社ミカサ 

030-

0702 

（財）日本環境整

備教育センター 

沈殿分離・接触ばっ気にオゾン処理を加えた方式

によるトイレ排水の再利用技術（生物処理方式） 
ネポン株式会社 

030-

0703 

（財）日本環境衛

生センター 

自己完結型バイオリサイクルトイレオーガニックビュ

ー（生物処理方式） 
株式会社地球環境秀明 

030-

0704 
秩父市 

空気自然活用型汚水処理装置（循環利用型） 

ホーラクリーンシステム（循環型） 
株式会社豊南コーポレーション 

平成 18 年度 

030-

0601 

（ＮＰＯ）山のＥＣＨ

Ｏ 

排水再利用処理装置（無放流型）（生物処理方

式） 
永和国土環境株式会社 

030-

0602 

（ＮＰＯ）山のＥＣＨ

Ｏ 

流量調整機能付膜処理によるトイレ排水の再利用

技術（生物処理方式） 
ニッコー株式会社 

030-

0603 

（ＮＰＯ）グラウンド

ワーク三島 

バイアニクストイレ（杉チップ型バイオトイレ）技術

（生物処理方式） 
株式会社東陽綱業 

平成 16 年度 

030-

0401 

（ＮＰＯ）山のＥＣＨ

Ｏ 
化学処理方式 株式会社オリエント・エコロジー 

030-

0402 
静岡県 

生物処理方式(かき殻を利用した浄化循環式トイ

レ) 
有限会社山城器材 

030-

0403 
神奈川県 洗浄水循環式し尿処理システム（土壌処理方式） 株式会社リンフォース 

030-

0404 
長野県 生物(好気性)・土壌処理方式 第一公害プラント株式会社 

平成 15 年度 

030-

0301 
富山県 土壌処理方式 株式会社リンフォース 

030-

0302 
富山県 

オガクズを用いた乾式し尿処理装置(コンポスト処

理方式) 
株式会社タカハシキカン 
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